
＜本資料をご覧の皆さまへのお願い＞

本PDFは、2024年6月21日に株式会社COMPASSが開催したオンラインイベント
“NEXT GIGAの「個別最適な学び」と「校務DX」”において
ゲストの東明館学園様、SasaeL様、およびCOMPASSより発表した資料です。
※奈良市教育委員会様の資料の配布はございません。下記アーカイブ動画にてご覧ください。

イベント参加者の皆様との情報共有のために展開させていただいているものですので、
資料・資料内の情報の無断転載はご遠慮ください。

また、本セッションの様子はキュビナ公式Youtubeチャンネルに公開しています。
ぜひご覧ください。
https://youtu.be/p3XX2u8Axcg

※記載の情報、登壇者に関する情報はイベント開催時点のものです。

https://youtu.be/p3XX2u8Axcg


PART2　SESSION４　パネルディスカッション

NEXT GIGAにおけるこれからの学校のあり方

株式会社COMPASS 
未来教育室

   板橋 和政

デジタル庁 
国民向けサービスグループ 

企画官（教育班担当）

久芳 全晴 様

学校法人東明館学園　理事長・校長
文部科学省 中央教育審議会

 初中等部会臨時委員   
宮崎市教育CIO

株式会社COMPASSファウンダー

神野 元基 様

奈良市教育委員会事務局 
教育DX推進課

教育ICT推進係長

米田 力 様

株式会社SasaeL
代表取締役社長

村中 順紀 様



―　デジタル学習基盤と校務支援システムの連携実践事例

―　ディスカッション「NEXT GIGAにおけるこれからの学校のあり方」
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デジタル学習基盤と校務支援システムの連携実践事例

校務DXに関する
COMPASSの取り組み
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学習系
サービス

校務系
サービス

横断系
(データ活用)

サービス

校務支援
システム

心の
健康観察

デジタル
教材

CBT

デジタル
教科書

ダッシュボード 学習eポータル 

etc.

国際技術標準規格

OneRoster
準拠の校務支援システム

データレイク etc.

キュビナのデータ利活用の取り組み

ほか
3自治体
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校務支援
システム

名簿情報

ダウン
ロード

アップ
ロード

名簿連携により、従来サービスごとに実施していた年次更新作業を大幅に効率化

校務ＤＸに関するCOMPASSの取り組み
校務支援システムとの名簿連携　

● 今年度、数万人規模の自治体含む6自治体で名簿連携による作業実施
● 従来の3分の1以下の時間で作業が完了

マニュアルが分かりやすく
作業はスムーズに行えた

一部突合の作業は必要だが、
格段に楽になった



デジタル庁のデータ利活用実証事業を、
春日井市/EDUCOM、鹿児島市/NTTコミュニケーションズと共同で実施

校務ＤＸに関するCOMPASSの取り組み
省庁関連実証への参画
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<デジタル庁実証:春日井市>
EDUCOMの校務支援システム「C4th」と

キュビナのUUID統合を実施

<デジタル庁実証:鹿児島市>
Nコムの学習eポータル「まなびポケット」へ

キュビナの学習データを連携



デジタル学習基盤と校務支援システムの連携実践事例

校務DXに関する
奈良市教育委員会の取り組み



奈良市教育委員会様のご発表資料のPDF配布はございませんが
下記アーカイブ動画にてご覧いただけます。

https://www.youtube.com/watch?v=p3XX2u8Axcg&t=426s

https://www.youtube.com/watch?v=p3XX2u8Axcg&t=426s


デジタル学習基盤と校務支援システムの連携実践事例

校務DXに関する
東明館学園の取り組み



-人工知能時代にあるべき学校の姿-
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神野 元基 (じんの げんき)
株式会社COMPASS ファウンダー

合同会社LINKALL 代表

文部科学省 中央教育審議会 初中等部会臨時委員

　　　企画特別部会委員（学習指導要領改定部会）

宮崎市 教育CIO
佐賀市 教育ビジョン策定アドバイザー

東明館中学・高等学校 理事長校長

・北海道網走市出身

・慶應義塾大学在学中より起業家として活動

・2010年 シリコンバレーで起業

・2012年 八王子で学習塾COMPASSを開校

・2014年 AIドリル  Qubena(キュビナ ) の開発に着手

・2019年 中央教育審議会  臨時委員に就任

・2021年 宮崎市教育CIO就任

・2022年 東明館中学・高等学校　校長就任

・2023年 学校法人東明館学園　理事長就任
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8月4日
出典：佐賀新聞

10月30日
出典：yahooニュース



GIGAスクール構想の実現

-文部科学省「GIGAスクール構想の実現へ」より引用-



2030年改定学習指導要領主要テーマ
138

� 「Society5.0」「不登校」「教員多忙化」
https://www.mext.go.jp/content/20241226-mxt_kyoiku01-000039494_2.pdf

https://www.mext.go.jp/content/20241226-mxt_kyoiku01-000039494_2.pdf


Society5.0
サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を

高度に融合させたシステムにより、
経済発展と社会的課題の解決を両立する、

人間中心の社会（Society）



AIに奪われる仕事、奪われない仕事

AIに奪われる仕事（自主的な仕事）

� 指示されたことを高効率でこなす仕事

� ルーティン化できる作業

� …

AIに奪われない仕事（主体的な仕事）

� 課題設定・創造性・共感が伴う仕事

� AIを使いこなし、新たな価値を創造する仕事

� …
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主体性が自己肯定感を育むカギになる

142

自己肯定感とは
「自分自身で決定した経験」の
積み重ねで形成される

現代の学校教育で自己肯定感が　 　　
育ちにくい理由

� 失敗が許容されにくい環境

子どもたちの自己決定の機会が少ない

� 多忙な教員

先生を取り巻く環境が大きく影響



教員多忙化の本質と解決策
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すべてを教員だけで抱える構造

https://3keys.jp/issue/b02/
https://toyokeizai.net/articles/-/686535

https://3keys.jp/issue/b02/


教員が抱える業務負担

�電話対応 � トラブル対応

時間的負担 心的負担

これらの業務負担を軽減するサービスを導入する必要性



デジタル学習基盤と校務支援システムの連携実践事例

校務DXに関する
SasaeLの取り組み



Mission

先生の毎日と

子どもたちとの時間を、

もっと豊かに

先生たちの日常に新たな時間を創ることで、子どもたちの成長

に関わる時間と学校内外での心のゆとりを生み出します。

子どもたちはもちろん、すべての先生の笑顔あふれる学校生活

を支援し、新しい学びの環境を創り出します。

社名  株式会社SasaeL （ササエル）

所在地  東京都文京区小石川2丁目3-23

代表者  村中 順紀

事業内容  校務支援サービスの開発・運営

設立  2024年4月1日

株式会社SasaeLは、株式会社小学館のグループ会社です

ISMS（情報セキュリティマネージメントシステム）の

国際規格である「ISO/IEC 27001」を取得しています

会社概要
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クラウド型校務支援システム「SasaeL 校務」

147

APPLIC オレンジマーク取得
「教育情報アプリケーションユニット 校務基本情報

データ連携　小中学校版製品」において、準拠登録・

相互接続確認製品マークを取得しています。

AI活用

誰でも簡単で、分かり

やすく、使いやすい

AIが校務をサポート

し、業務を軽減・削減

外部サービスなどと連

携し、情報の一元化

使いやすさ データ連携

シンプルで直感的な操作性と名簿・出席・成績・通知表・指導要録まで情報が一つに繋がり、業務の効率化を実現。

先生が本来の業務に向き合う時間や子どもたちと関わる時間を増やします。また、クラウド化、ゼロトラストセキュリ

ティ、ダッシュボード（データ連携基盤）に対応した、次世代の校務支援システムです。



教職員の負担に感じる業務

148教員勤務実態調査（令和４年度）の集計（速報値）について

● 事務作業や地域対応、部活動等の業務については、負担感が高く、やりがいや重要度が低い。また、保護者

・PTA対応は、業務として重要ではあるが、負担感が高く、やりがいが低い。 

● 校務支援システムが直接カバーしにくい領域においても、業務負担の軽減が求められる。

※スコアは、教員（指導教諭及び主幹教

諭を含む）のうち、以下の4件法に基づ

く回答の集計結果の平均値。

（1：全くそうでない、2：どちらかといえ

ばそうでない、3：どちらかといえばそう

である、4：そうである）

※Aについては平均値より高い項目を

赤色、低い項目を青色に、B、Cについて

は平均値より高い項目を青色、低い項

目を赤色に着色している。

https://www.mext.go.jp/content/20230428-mxt_zaimu01-000029160_1.pdf


SasaeLが考える校務の在り方

149

トラブル
対応

電話
応対

保護者
連絡

デジタル
採点

集金
管理

校務支援

システム

● 校務支援システムは、校務の中心にありながらも、基本的には先生が手動でデータを入力し、そのデータを紙でアウ

トプットすることを補助するシステムにとどまっている。

● 今後は、電話応対、トラブル対応、デジタル採点、集金管理など先生の校務における具体的な業務をサポートする

ことが重要であり、それらによって自動的にデータを生成し、AIと連携してデータ活用ができることが重要。

T-topia

AI



クラウド型電話サービス「SasaeL 電話」
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学校の円滑な電話対応と効率化をサポートするクラウド型電話サービス



「SasaeL 電話」の特長

151

　　■電話対応のこんなお悩みを解決

　　・電話回線が限られているため、放課後に電話待ちが起こる…

　　・通話が長くなるとメモを取るのが難しく、正確に共有できているか不安…

　　・電話で“言った・言わない”のトラブルを防ぎたい…



「SasaeL 電話」の画面（一例）
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電話帳 （連絡先、通話履歴） 通話履歴 （録音データ、文字起こし、要約、メモ）



電話対応の課題と導入効果

153

導入前の課題

・電話対応の記録が残らない
　トラブル発生時の原因究明が困難

・「言った・言わない」問題
　保護者との認識ズレが発生しやすい

・手動での電話振り分けによる負担
　事務室での負担が大きい

導入後の効果

・通話の自動録音・文字化
　全通話の記録とすぐに確認が可能に

・トラブル対応力の向上
　録音確認により適切かつ迅速な対応・報告

・自動で電話の振り分けが可能
　中学校・高校への自動分岐により負担軽減

東明館中学校·高等学校での事例



 学校トラブル解決サービス「T-topia」
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AIがトラブル対応をサポート
学校現場のトラブル対応を、AIが迅速に、的確に支援

いじめ、不登校、保護者・地域の苦情対応など

複雑化する学校現場のトラブルを

専門AIがチャット形式でご支援します

T-topia

トラブル発生時から解決方法、報告書

作成まで一括サポートし負担軽減

トラブルの状況に応じた最適な

対応方法を瞬時に提示
AIが報告書を自動生成し、

迅速な情報共有や対応が可能

AIがワンストップで

サポートするので安心

適切なアプローチ方法

をすぐに提案

学校全体で

スムーズに対応



解決までの流れ
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１ トラブル内容入力
トラブル内容を手動または音声入力

２ 対応策が提示
解決に向け、現時点でのリスク・注意点、

聞き取りのポイント、今後の留意事項が提示

３
聞き取り内容の登録
関係者との聞き取り内容を登録

４
AIが自動で報告書を作成
概要、事実・不確定情報、経緯の時系列、

対応方針、注意事項・特記事項を整理

操作方法は簡単！ 4つのステップで解決へ
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導入前の課題

・トラブル情報が分散
　トラブル時の記録がバラバラで、

　体系的に蓄積されていない

・対応が属人化
　教員ごとに対応方法が異なり、

　対応品質が不安定

・情報共有の負担が大きい

　聞き取り内容の整理・共有に時間がかかる

導入後の効果

・トラブル情報の一元化
　過去事例がすぐに検索でき、

　再発防止策や指導の参考に活用できる

・対応力向上
　適切な対応方法が提示されるため、

　対応品質を平準化 

・すぐに情報共有が可能
　AIが要点を自動整理し、報告書を作成 

トラブル対応の課題と導入効果

東明館中学校·高等学校での事例
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校務支援システムとの連携

T-topia

校務支援

システム

SasaeLの校務支援システム「SasaeL 校務」と連携しつつ、他社校務支援システムとも連携することで、先生方の

校務負担を軽減していきます。

「SasaeL 電話」と「T-topia」が連携することで、

通話内容から自動でトラブル情報が反映され、よりスムーズな対応を実現可能
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テーマ１

校務DXの推進プロセスにおける
課題とその解決方法は？



テーマ１

校務DXの推進プロセスにおける課題とその解決方法

自治体や事業者の取り組みに対する
省庁としてのサポートは？



テーマ２

校務DXの取り組みによる
先生/子供たちの変化は？



テーマ２

校務ＤＸの取り組みによる先生/子供たちの変化は？

現場の変化・成功事例の収集と
現場へ還元していくための取り組みは？



テーマ３

校務DX、その先の“学校のあり方”
について今後の展望は？



166
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